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In order to optimally design a plant cultivation system using plasma lighting, basic examination was 
made on plant growth evaluation by application of 3D image sensing technology. By using Re-
alSense manufactured by Intel Corporation, measurement of three-dimensional shape of plants can 









RealSense F200 を用いる。これまでの検討により、Microsoft Kinect などの従来の深度センサ
と異なり、RealSense F200 が太陽光照明条件で使用できることを確認した。本研究において
は、太陽光に近いスペクトルを持つプラズマ照明下での植物生育評価を行うことを目的と
していることから、RealSense F200 を採用する。プラズマ照明としては、LUXIM 社の LEP 
GRO を用いる。セラミック発振子に組み込まれた水銀石英灯を RF 発振し、プラズマ状態
にして発光することで、太陽に近い演色性を持つ照明として利用可能である。 
この照明を用いて、研究室内で生育した植物の一例を図 1 に示す。葉物野菜については、
LED 照明等による植物栽培でも多くの実績があるが、LEP GRO を用いることで、LED 照明
等では実績が少ない、果菜類や根菜類の生育が可能であることが、確認できている。 
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